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２
月
４
日
、
記
録
的
な
大
雪
が

降
り
、
住
宅
街
や
団
地
内
道
路

等
で
、
安
全
が
十
分
に
確
保
で
き
な
い

状
況
が
続
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
近
隣

市
町
に
先
駆
け
て
小
中
学
校
を
再
開
し

た
が
、
児
童
生
徒
や
教
職
員
が
「
安
全

に
登
下
校
で
き
な
い
」
「
車
が
出
せ
ず

出
勤
や
送
迎
が
で
き
な
い
」
等
の
問
題

が
多
く
発
生
。
ま
た
、
保
護
者
向
け
文

書
の
文
言
等
、
大
き
な
懸
念
・
不
安
を

招
い
た
。

　

町
の
組
織
体
制
そ
の
も
の
に
懸
念
す

べ
き
課
題
が
あ
る
と
感
じ
る
。

　

ま
た
、
５
日
以
降
は
、
出
勤
で
き
な

か
っ
た
教
職
員
に
対
し
て
「
災
害
事
故

休
暇
」
を
適
用
せ
ず
、
後
日
に
な
っ
て

か
ら
「
有
給
休
暇
」
の
取
得
を
求
め
た

点
も
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

学
校
が
安
全
安
心
で
あ
り
、
教
職
員

に
と
っ
て
は
働
き
が
い
の
あ
る
場
で
あ

る
よ
う
、
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
災
害
時
な
ど
の
休
校
・
再
開
の
判
断

体
制
は
。

⑵
教
職
員
の
災
害
事
故
休
暇
の
判
断
基

準
は
。

  

教
育
長

教
育
長  

⑴
学
校
登
校
日
に
大
雪
が
予
想
さ
れ
る

場
合
、
帯
広
測
候
所
の
気
象
情
報
等
を

基
に
児
童
生
徒
の
登
下
校
の
可
否
を
判

断
す
る
。
教
育
委
員
会
は
除
雪
車
の
出

動
状
況
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
可
否

を
情
報
収
集
し
、
学
校
長
が
収
集
し
た

情
報
と
を
共
有
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒

の
登
下
校
の
可
否
に
つ
い
て
双
方
で
確

認
し
、
学
校
長
が
臨
時
休
校
等
を
判
断

し
て
お
り
、
学
校
か
ら
保
護
者
に
マ
チ

コ
ミ
メ
ー
ル
で
周
知
し
て
い
る
。
災
害

時
も
同
様
に
情
報
を
共
有
し
、
登
校
可

否
を
判
断
す
る
。
今
後
も
児
童
生
徒
の

安
全
な
通
学
を
優
先
し
、
必
要
な
情
報

を
学
校
側
と
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
適

切
な
対
応
を
行
う
。

⑵
災
害
事
故
休
暇
は
、
北
海
道
人
事
委

員
会
規
則
に
よ
り
特
別
休
暇
と
し
て
定

め
ら
れ
て
お
り
、
地
震
や
水
害
、
火
災

等
の
災
害
や
交
通
機
関
の
事
故
等
に
よ

っ
て
出
勤
が
著
し
く
困
難
と
さ
れ
る
場

合
に
取
得
可
能
で
あ
る
。
単
な
る
交
通

渋
滞
や
職
員
の
過
失
に
よ
る
事
故
で
は

認
め
ら
れ
ず
、
現
実
に
出
勤
不
可
能
な

災
害
が
生
じ
た
際
、
ま
た
代
替
手
段
等

も
考
慮
し
、
出
勤
が
社
会
通
念
上
不
合

理
な
場
合
に
認
め
ら
れ
る
。
災
害
事
故

休
暇
の
適
用
は
、
各
災
害
の
状
況
を
判

断
し
た
上
で
行
う
た
め
、
事
前
の
基
準

設
定
は
難
し
く
、
今
後
も
状
況
を
把
握

し
て
適
切
な
判
断
を
行
う
。

３
月
28
日
の
道
教
委
通
知
で

は
、
教
員
の
長
時
間
勤
務
を
改

善
す
る
に
は
、
持
ち
帰
り
業
務
や
休
日

勤
務
、
休
憩
時
間
等
の
実
態
を
正
確
に

把
握
し
、
業
務
改
善
に
活
か
す
こ
と
が

重
要
と
さ
れ
て
い
る
。
本
町
の
教
職
員

の
働
き
方
改
革
を
さ
ら
に
進
め
る
た

め
、
以
下
を
伺
う
。

⑴
勤
怠
管
理
で
休
憩
時
間
・
土
日
の
部

活
動
指
導
・
持
ち
帰
り
業
務
を
適
切
に

把
握
し
て
い
る
か
。
そ
れ
を
業
務
改
善

に
反
映
し
て
い
る
か
。

⑵
長
期
休
業
中
の
在
宅
勤
務
の
推
進
、

よ
り
豊
か
で
選
択
肢
が
広
が
る
自
己
研

修
と
な
る
た
め
の
方
策
は
。　

  

教
育
長

教
育
長  

⑴
本
町
の
教
職
員
勤
怠
管
理
は
、
令
和

２
年
５
月
に
導
入
し
た
「
出
退
勤
管
理

シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
管
理
を
行
っ
て
お

り
、
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
で
出
退
勤
の
操

作
を
行
い
、
在
校
等
時
間
を
計
測
し
て

い
る
が
、
休
憩
時
間
や
持
ち
帰
り
業
務

の
時
間
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
土
日
の

部
活
動
指
導
時
間
は
引
率
業
務
に
係
る

活
動
記
録
で
把
握
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を
基
に
、
教
職
員
の
健
康
維

持
と
一
部
の
教
職
員
へ
の
業
務
の
偏
り

を
防
ぎ
つ
つ
、
業
務
の
平
準
化
と
効
率

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑵
在
宅
勤
務
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
教

育
委
員
会
は
「
道
立
学
校
職
員
の
在
宅

勤
務
実
施
要
領
」
を
策
定
し
、
校
務
運

営
に
支
障
が
な
い
範
囲
で
の
在
宅
勤
務

を
可
能
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
本
町

で
は
「
幕
別
町
立
学
校
職
員
の
在
宅
勤

務
実
施
要
領
」
を
策
定
し
、
昨
年
末
の

冬
季
休
業
期
間
か
ら
運
用
し
て
お
り
、

今
後
も
実
施
要
領
に
基
づ
き
、
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。
教
職
員
研
修
に
つ
い

て
は
、
教
育
公
務
員
特
例
法
に
基
づ
き
、

北
海
道
教
育
委
員
会
が
研
修
旅
費
を
学

校
に
配
分
し
て
お
り
、
よ
り
よ
い
教
育

活
動
び
つ
な
げ
る
学
び
を
目
指
し
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
等
の
研
修
に
参
加
し
て
い
る
。

教
職
員
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
て
、

今
後
も
教
育
関
係
団
体
等
と
連
携
し
な

が
ら
学
び
の
機
会
を
確
保
し
て
い
く
。

答問
登
校
・
勤
務
と
も
に
、
災
害
時
は
的
確
な
情
報
を

基
に
適
切
な
判
断
を
行
う

学
校
教
育
に
お
け
る
悪
天
候
や
災
害
時
な
ど
の
対
応

に
つ
い
て

■ 一 般 質 問 ■ 

❼

問

小田　新紀 議員
（拓政会）

答問

実
態
を
踏
ま
え
た
業
務
改
善

と
、
研
修
機
会
の
充
実
を
図
る

教
職
員
の
勤
務
実
態
調
査
と
働

き
方
改
革
に
つ
い
て

問


